[bookmark: _GoBack]埼玉・飯能河原のバーベキュー、騒音問題で有料化実験
News潜望展望
#神奈川 #埼玉 #関東
2022/5/31 2:00 [有料会員限定]

コーンを配置して区切った場所でのバーベキュー利用を有料化した
バーベキュースポットとして人気が高い埼玉県飯能市の飯能河原。入間川沿いにあり、気軽に自然を楽しめるため、新型コロナウイルス禍で首都圏から訪れる人が急増。一部の利用者の騒音やゴミの放置が深刻な問題となっていた。同市は利用料を徴収することで規制できないかと考え、4月下旬から5月上旬に実証実験。近隣住民からも好評だったため、継続するか検討している。

飯能河原は西武池袋線・秩父線の飯能駅から徒歩15分程度の場所にある。都内からもアクセスしやすく、夏場を中心に首都圏から年間7万～10万人が訪れる。以前からゴミの散乱、迷惑行為が目立っていたが、コロナ禍で利用者が急増。状況が悪化していた。


大音量で音楽を流して騒ぐグループや、ビールの空き缶、バーベキューの食べ残しだけでなく、バーベキュー用の鉄板を放置するケースも。河原から飯能駅までの道にゴミが散乱し、昨年の大型連休では、けんかや騒音について計100件以上の通報が警察に寄せられた。河原を管理する市は、観光シーズンである昨年8月上旬から10月上旬に閉鎖に踏み切った。

感染状況が落ち着いた今年の大型連休（4月21日～5月8日）は、実験的にバーベキューの利用者から1人1000円の利用料を徴収することにした。利用者数も1日300人、時間は午前9時から午後5時までに規制。マナーを守って楽しむように呼びかけた。

期間中は1日平均150人が利用。前年同期より利用者は減ったが、騒音やゴミ問題が解消された。実験を請け負った埼玉りそな銀行のまちづくり支援会社、地域デザインラボさいたま（ラボたま、さいたま市）の村瀬光汰氏は「秩序のある運営ができ、利用者にも満足してもらった。近隣住民からはマナーが格段によくなったと好評だった」と手応えを感じている。


大型連休中、晴れた日には多くの人がバーベキューを楽しんだ（5月4日、埼玉県飯能市）
利用料は計124万円で、一部はゴミの回収費や運営スタッフの人件費に充てた。今年の夏も混雑が予想されるが、市は今後、実証実験のデータを分析し、有料化を続けるか判断する。ラボたまでは、有料化が継続される場合は「マルシェなどのイベントやキッチンカーの誘致などを検討している」という。

課題として、インターネット予約や規制内容の周知の仕方について指摘する声があった。利用者はネットで事前予約できるが、導入した予約フォームでは予約が完了したかすぐには分からず、数日後に届くメールで確認する仕組みだった。


飯能河原の有料化の実証実験について知らせる看板
利用者の6割が予約せずに訪れたといい、有料化や予約方法について、周知が不十分だった可能性もある。また周辺でバーベキュー機材などをレンタルしている事業者は、有料化の看板を見て「川辺での水遊びが目的の観光客も、利用料が必要と思って来なくなったのではないか」と懸念する。

河原のバーベキューによる騒音やゴミの問題では、川崎市が多摩川の河川敷で2011年から有料化している。市の担当者は「指定した場所以外のバーベキューを禁止できるようになった。以前は現地で管理する人がいなかったため、やりたい放題だった」と話す。

飯能河原は手軽に川遊びやバーベキューを楽しめる観光スポットだが、コロナを機にマナーを守らない一部の利用者によってイメージが悪化していた。利用客にマナーを守ってもらい、地域の観光資源として保全していくため、今後も有料化が続く可能性がある。（篠原皐佑）



